
吉
備
路
は
、
の
ど
か
な
田
園
風

景
の
広
が
る
平
野
に
点
在
す
る
史
跡

の
数
々
が
、
悠
久
の
歴
史
ロ
マ
ン
を
漂
わ

せ
ま
す
。
桃
太
郎
伝
説
の
元
と
さ
れ
る

「
温
羅
う
　
ら

伝
説
」
の
舞
台
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
奈
良
時
代
、
聖
武
天
皇
の
発
願
に
よ
っ
て

全
国
に
建
て
ら
れ
た
国
分
寺
の
ひ
と
つ
で
あ
る
備
中

国
分
寺
五
重
塔
を
は
じ
め
、
多
数

の
名
所
・
旧
跡
が
集
ま
っ
て
お

り
、
歴
史
と
文
化
財
の
ゾ
ー
ン
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
文
化

伝
統
の
地
、
吉
備
路
の
一
角
に

温
泉
が
愉
し
め
る
「
国
民
宿
舎
サ
ン

ロ
ー
ド
吉
備
路
」
が
７
月
１
日
に
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
作
山

つ
く
り
や
ま

古
墳

近
く
の
国
道
４
２
９
号
線
沿
い
に
あ
り
、

宿
泊
施
設
を
中
心
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・

物
産
等
販
売
・
観
光
案
内
・
温
泉
・
会

議
研
修
の
施
設
等
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
敷
地
内
に
は
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
飼
育
に
適
し
た
湿
原
・
緑
地

等
の
ほ
か
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保

護
施
設
と
し
て
公
園
の
周
囲
に
柵

を
設
置
し
、
飼
育
ゾ
ー
ン
・
ふ
れ
あ

い
ゾ
ー
ン
と
管
理
ゾ
ー
ン
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
岡
山
に
お
出
で
の

際
に
は
是
非
サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路
へ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

第
60
回
国
体
秋
季
大
会
主
会
場

「
桃
太
郎
ス
タ
ジ
ア
ム
」
が
完
成

2003年7月10日　　東京岡山県人会 会報　第5号

岡
山
市
い
ず
み
町
に
あ
る
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
陸
上
競
技
場
は
、
昭
和
37
年
に

第
17
回
国
民
体
育
大
会
の
夏
季
及
び
秋

季
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
岡
山
県

内
唯
一
の
第
一
種
公
認
陸
上
競
技
場
と

し
て
、
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
、
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
平
成
17
年
に
開
催
さ
れ
る

第
60
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
の
主

会
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、

老
朽
化
し
た
競
技
場
の
改
修
工
事
を
行

い
ま
し
た
。
愛
称
は
公
募
に
よ
り
「
桃

太
郎
ス
タ
ジ
ア
ム
」
と
決
ま
り
、
７
月

26
日
に
落
成
式
を
行
い
ま
す
。

観
客
席
は
全
体
で
約
２
万
人
を
収
容

で
き
、
フ
ィ
ー
ル
ド
は
ト
ラ
ッ
ク
を
９

レ
ー
ン
設
け
て
お
り
、
芝
生
コ
ー
ト
は

サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
等
に
も
利
用
で

き
る
多
目
的
の
第
一
種
公
認
陸
上
競
技

場
と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

９
月
27
、
28
日
に
は
、
落
成
記
念
事

業
と
し
て
「
第
51
回
全
日
本
実
業
団
対

抗
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発行者：東京岡山県人会
〒102-0093

東京都千代田区平河町2-6-3
都道府県会館10階
岡山県東京事務所内
TEL.03-5212-9080
FAX.03-5212-9083

E-mail:tokyo_okayamaken@tdfk.or.jp

「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
・

輝
い
て
！
お
か
や
ま
大
会
」

特
別
応
援
団

「
キ
ラ
リ
☆
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

の
委
嘱

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た
郷
土
出
身
の

水
泳
の
木
原
光
知
子
さ
ん
、
体
操
の
森
末
慎
二
さ
ん
、

マ
ラ
ソ
ン
の
有
森
裕
子
さ
ん
の
三
人
が
「
晴
れ
の
国

お
か
や
ま
国
体
・
輝
い
て
！
お
か
や
ま
大
会
」
の
特

別
応
援
団
「
キ
ラ
リ
☆
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

「
キ
ラ
リ
☆
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
と
い
う
名
称
は
、

両
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
あ
な
た
が
キ
ラ
リ

☆
」
の
「
キ
ラ
リ
」
と
木
原
さ
ん
、
森
末
さ
ん
、
有

森
さ
ん
に
よ
る
三
角
形
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
を
組

み
合
わ
せ
、
三
名
の
方
の
が
っ
ち
り
と
し
た
ス
ク
ラ

ム
に
よ
っ
て
大
会
を
応
援
し
、
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

こ
う
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
三
名
の
方
は
、
県
内
外
で
開
催
さ
れ
る
国
体

関
係
の
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
県
の
広
報

番
組
等
で
大
会
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
競
技
者
と
し
て
の
経
験
等
を
踏

ま
え
て
意
見
や
助
言
を
い
た
だ
き
、
大
会
の
成
功
を

応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
岡
山
は
い
い
と
こ
だ
。
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。」

星
野
仙
一
阪
神
監
督
が
呼
び
か
け
る
Ｃ
Ｍ
や
ポ
ス
タ

ー
を
使
っ
た
Ｐ
Ｒ
作
戦
が
、
５
月
26
日
か
ら
一
斉
に

首
都
圏
で
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
倉
敷
市
出
身
の
星
野
監
督
を
起
用
し
て
、

岡
山
県
が
今
年
度
初
め
て
取
り
組
ん
だ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
す
。
テ
レ
ビ
東
京
で
の
Ｃ
Ｍ
放
送
、
新
宿
や
銀

座
な
ど
の
街
頭
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
、
羽
田
空
港
内
の
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
ス
ポ
ッ
ト
上
映
、
山
手

線
主
要
駅
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
出
、

さ
ら
に
は
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の
運
行
な
ど
、
多
彩
な

内
容
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
作
戦
を
展
開
し
、
大
き
な

反
響
を
呼
び
、
た
び
た
び
全
国
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
だ
目
に
し
て
い
な
い
方
は
、
岡
山
県
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
来
年
の
３
月
ま
で
常
時
動
画
配
信
し
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.pref.okayam

a.jp/chiji/kocho/top/osi
rase/syutoken_cm

.htm

）

首
都
圏
に
向
け
て

岡
山
県
情
報
を
発
信
│

吉
備
路
に

新
名
所
誕
生

東
京
岡
山
県
人
会

■写真中央左より、特別応援団の木原光知子氏・森末慎二氏・有森裕子氏

国
民
宿
舎
「
サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路
」

歴
史
と

季
節
の
香
り
が
、

や
さ
し
く
つ
つ
む
。

そ
ん
な
吉
備
路
を

歩
い
て
み
た
い
│

●
お
問
い
合
わ
せ

岡
山
県
公
聴
広
報
課

０
８
６-

２
２
６-

７
１
５
８

●
お
問
い
合
わ
せ

岡
山
県
総
社
市
三
須
８
２
５-

１

国
民
宿
舎
「
サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路
」

０
８
６
６-

９
０-

０
５
５
０



「
首
都
圏
で
の
岡
山
観
光
Ｐ
Ｒ
」

岡山県真庭地方振興局、真庭ふるさと振興協会（真
庭圏域内町村）は、真庭地域の観光地・観光施設、特
産品などを紹介する「岡山県地域キャンペーン『真庭
の魅力』」を３月10日（月）～14日（金）にわたり、
有楽町のふるさと情報プラザで開催しました。

「武蔵」「小次郎」のゆかりの地である福井県、兵
庫県、山口県、熊本県、岡山県の５県の東京事務所
が共同で「武蔵」「小次郎」観光物産展を4月7日（月）
～11日（金）にかけて有楽町のふるさと情報プラザ
で開催しました。

岡山・山口・熊本３県が共同で「武蔵」観光キャン
ペーンの一環で実施する観光展が、4月15日（火）～
20日（日）にかけて、東京都渋谷区神南のＮＨＫス
タジオパークギャラリーで開催されました。
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今、クイズに答えると、すてきな景品が当たる
キャンペーンを実施中です.

＜賞品＞
A賞 「岡山～東京間」無料往復航空券　ペア4組

※なお、ご利用は航空会社が指定する期間に限ります。
B賞 ホテル宿泊券　ペア各1組

（ホテル日航倉敷、米子全日空ホテル）
C賞 オリジナルタウンシャツ、ガーメントバック 各5名

オリジナルストラップ　100名

1. 応募期間　平成15年7月1日（火）～8月20日（水）

2. 応募方法
◆応募方法その1
市販はがきにクイズの答え、住所、氏名、年齢、職業、電話
番号を記入の上、下記まで郵送ください。
◆応募方法その2
インターネットによる応募でもOKです。
http://www.okayama-airport.org/

3. 応 募 先　〒700-8556 岡山市厚生町3-1-15 岡山商工会議所内
「空路利用を促進する会」事務局

4. 当選発表　8月下旬に厳正なる抽選を行い、発表は賞品の発送
をもってかえさせていただきます。

5. 問い合わせ先
「空路利用を促進する会」事務局（岡山商工会議所内）
Tel. 086-232-2255
岡山県航空企画推進課 Tel. 086-226-7282

ビジネスに！観光に！飛んで行こうよ、岡山へ！

「岡山～東京線」ダブルトラック1周年記念キャンペーン！

岡山～東京の空の旅は、1日○往復！！

■
新
規
会
員
の
ご
紹
介

県
人
会
で
は
、
新
し
い
会
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
職
場
、
知
人
等
で
入
会
を
希
望
さ
れ

る
方
が
お
ら
れ
る
場
合
は
、
入
会
申
込
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
住
所
等
変
更
手
続
き

県
人
会
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
観
光
、
特
産

品
等
の
情
報
を
提
供
し
た
り
、
会
員
名
簿
の
配

布
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
所
等
の
変
更
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
必
ず
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

■
県
人
会
会
報
に
関
す
る
ご
意
見
等
の
募
集

今
後
会
報
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た
め
、
内

容
等
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
方
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
連
絡
先

〒
１
０
２
│

０
０
９
３

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２
│

６
│

３

都
道
府
県
会
館
10
F

岡
山
県
東
京
事
務
所
内

東
京
岡
山
県
人
会
事
務
局

T
E
L

０
３
│

５
２
１
２
│

９
０
８
０

F
A
X

０
３
│

５
２
１
２
│

９
０
８
３

E
-m
ailtokyo_okayam

aken@
tdfk.or.jp

「総会・県人の集い」の
お知らせ

平成15年度総会と第54回県人の集いが
開催されます。県人会会員の皆さまのご
参加をお待ちしております。

日時　平成15年9月5日（金）
18：00～ 20：00

場所　赤坂プリンスホテル
別館5階「ロイヤルホール」
（千代田区紀尾井町）

■
武
蔵
ゆ
か
り
の
地

「
岡
山
県
・
山
口
県
・
熊
本
県
」

三
県
共
同
観
光
展
の
開
催

■
「
武
蔵
」「
小
次
郎
」
観
光
物
産
展

福
井
・
兵
庫
・
山
口
・
熊
本
・
岡
山
5
県

東
京
事
務
所
共
同
の
開
催

■
岡
山
県
地
域
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
真
庭
の
魅
力
」
の
開
催

クイズ
！！

下の「○」に数字を入れてください。！！

千
葉
県
市
川
市
本
行
徳
に
あ
る
浄
土
宗
海
厳
山

徳
願
寺
。
も
と
普
光
庵
と
呼
ば
れ
た
草
庵
で
、
埼

玉
県
鴻
ノ
巣
に
あ
る
勝
願
寺
の
末
寺
で
あ
る
。
寺

の
名
は
徳
川
の
「
徳
」
と
勝
願
寺
の
「
願
」
の
二

文
字
を
と
っ
て
つ
け
ら
れ
た
。
本
尊
の
阿
弥
陀
如

来
像
は
北
条
政
子
が
運
慶
に
命
じ
て
彫
刻
さ
せ
た

も
の
だ
。
広
大
な
境
内
に
入
る
と
、
ま
ず
ど
っ
し

り
と
構
え
た
山
門
と
鐘
楼
に
目
を
奪
わ
れ
る
。
そ

の
山
門
を
く
ぐ
っ
た
す
ぐ
左
横
に
あ
る
の
が
宮
本

武
蔵
の
供
養
塔
、
等
身
大
の
地
蔵
菩
薩
石
像
で
あ

る
。
供
養
塔
は
、
武
蔵
が
こ
の
寺
に
寝
泊
ま
り
し

て
い
た
と
い
う
ゆ
か
り
か
ら
、
水
誉
上
人
が
武
蔵

の
遺
品
を
集
め
て
地
蔵
尊
を
建
立
し
そ
の
菩
薩
を

弔
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

本
寺
に
は
武
蔵
の
落
款
の
あ
る
書
と
、
八
方
に

ら
み
の
達
磨
の
絵
が
あ
る
。
書
は
「
五
条
」
の
訓

え
に
つ
い
て
書
か
れ
武
蔵
の
思
想
発
展
の
根
幹
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

徳
川
家
康
の
帰
依
に
よ
り

新
し
く
堂
宇
を
建
て
た
と
い
う

徳
願
寺
に
入
っ
た
。

宮
本
武
蔵
伝
説
の
地
海
厳
山
徳
願
寺

■海厳山 徳願寺

首
都
圏
の
中
の

お
・
か
・
や
・
ま

■宮本武蔵の供養塔


